
第6回エカフェ地質専門家会議および

鉱物資源開発小委員会開催される

アジア極東地域の経済発展を計るため国連の地域機関

として設置されているアジア極東経済委員会(エカフェ)

のなかで域内の鉱物資源の調査･探査･開発や種々

の地質調査活動を促進するために設けられている地質

専門家会議および鉱物資源開発小委員会の第6回会議が

昨年8月8目から2週間にわたりタイ国の首都バンコ

ク1こあるエカフェ事務局の会議室で開催された.この

会議にはオｰストラリア･ビノレマ･セイロン･中国｡

フランス･インド･イラン･･日本･韓国･ラオス･マレ

ｰシア･オランダ･ニュｰジｰランド･フィリピン･タ

イ･ソ連邦･英国･米国および酉ドイツの19力国の政府

代表ユネスコ･世界地質図委員会の代表ならびにエカ

フェ事務局員など併せて80余名が出席した.日本代表

団は上記筆者ら3名のほかに地引嘉博(日本大使館)岩

船達三(三井金属鉱業)高木義夫(同和鉱業)である.

この両会議は1953年東京で準備会議が開かれ翌19

54年バンコクで第1回が行なわれて以来1956年第2

回(東京)1957年第3回(カルカッタ)1960年第4回

(東京)1963年第5回(マニラ)と回を重ねるごとに

審議の内容と幅は漸次広く深くなって来た.域内各国

の地質調査鉱物資源の探査鉱業の発展に関する学問

的技術的経済的状況を相互に理解しより有効な方

策を検討し国際協力の手段を審議する場として益々重

要になってきておりまたこれらの会議の結論から開催

された石油シンポジウム地化学探査セミナｰ空中写

真地質セミナｰ地下水セミナｰ天然ガスセミナｰに

よって各国の技術水準は向上し事務局が継続的に行

なっている域内鉱業の毎年の展望や重要恋鉱種の鉱物資…

源の総括的編集はユカフユの鉱物資源開発シリｰズと

して国連から出版凄れており地質専門家会議の主要察

業である域内の各種δOO万分の1地質図類の編集出版な

どもともに域内の鉱業の発展に大きく貢献している由

以下に今回の会議で審議された重要な点や会議の状況

の要点を述べてご参考に供したい.

佐藤光之助･関根良弘･嶋崎吉彦

エｰジｰランドにおいて顕著であり野外地質調査に空

中写真地質技術が大幅に利用され成果をあげている.

オｰストラリアでは25万分の1地質調査が写真地質によ

り国土面積の約半分が終了1吋1哩縮尺でも7万平方

哩が完了､ビノレマでは25万分の1地質調査は余り進捗

していないカミ100万分の1全国地質図カ拙版された.

セイロンでは1吋1哩の地質調査で全面積の1/3カミ終了

1吋4哩でも概査中である.台湾では5万分の1地質

調査で全島の西半部が終了した.インドでは1吋1哩

地質調査で84,000平方k皿カミ終了した.イランでは国

連の援助を得て10万25万分の1地質調査が進行中韓

国では5万分の1調査で約11,000平方kmカミ終了した.

ラオスでは図幅調査は遅れているが50万･200万分の

1地質図が出版された.マレｰシアでは1吋1哩地質

調査で国土面積の40%が終了した.ニュｰジｰランド

では25万分の1地質図20図幅が出版され残り6図幅も

近く印刷される｡フィリピンでは100万分の1全国地

質図が出版され重要鉱産地帯の5万分の1地質図が印

刷中である･タイでは5万25万分の1地質調査で全

面積の約1/｡を終了したカミ大部分は未出版でありインド

ネシアでは米国地質調査所の協力により200万分の1全

国地質図が出版された.ちなみに日本では7.5万･

10万分の1で全面積の23%5万分の1で約33%が終了

している.

エカフェ地域の各種地質図類の編集と出版

地質専門家会議の最も重要な事業としてその創設当

初から500万分の1縮尺の各種地質図類が編集されて来

地質調査事業およ渉関連満動の状況

域内各国とも地下資源開発の基礎となる組織的地鰯灘鱗萎

査は活発に実施されているがとくにオｰストラリア

セイロン中国インド同本韓国マレｰシア烹覇懸…1
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た.これまでに地質図が1960年石油天然ガス図が

1962年鉱物分布図が1964年に国連出版物として刊行され

ている(国連出版物は丸善を通じて購入できる).今回

の会議においてはこれら駆出版の地図類の販布を促進

することが要望されている.また今回の会議にはユネ

スコと世界地質図委員会の代表も出席してエカフェ地

域での地質図類の編集･出版に協力することが約された.

域内地質図については新規加盟のイランおよびアジア周

辺海域の資料を含めてインド地質調査所が改訂原図を

編集し石油天然ガス図については堆積盆地の構造様

相･火成･および堆積岩相･層厚･石油賦存の可能性を

分類表示すること匁とを含めて将来改訂する.鉱物分

布図については鉱産地の選択･鉱床規模･表現記号を

考慮してビノレマ鉱物資源開発公団が改訂に取かかること

になった.構造地質図は元マレｰシア地質調査所長ア

レクサンダｰ氏力源図を編集中であり堆積盆地の層厚

海洋底の構造を含めセ1967年には完成される予定であり

鉱床生成図については責任者である日本地質調査所長カミ

編集作業の進捗状況を説明し1968年までに原図を完成

させることになった.これら以外に今後の事業とし

て域内の重力図の編集準備には日本地質調査所とインド

地球物理研究所が共同で当ることまた水理地質図の作

成に関しては域内水資源開発の基礎として重要である

が綿密な編集準備を要するので次回に決定されることに

なった.国際地学連合(IUGS)の機関である世界地

質図委員会において世界の各地域分担の形で各種の地

質図類カミ編集出版されつつありエカフェ地域の編図事

業もその一環に繰り込まれていて国際間の学術協力の

成果が期待されている.

域内各国の鉱単発展の展望

前回会議以降の各国の鉱業の技術発展新鉱床の発見

設備の拡充生産統計埋蔵量鉱業経済の展望につい

て各国から報告され事務局からは1962年1963年の報告

カミ提出された.エカフェ域内鉱業発展の展望は1953年

以降毎年エカフェ鉱物資源開発シリｰズとして出版さ

れ1964年報告および1946～1965年の20年の展望も近く

出版される予定である.域内各国のうち顕著恋発展を

示しているものはオｰストラリアの鉄鉱床開発ボｰ

キサイト油田ガス岡の発見ビルマの1965年鉱産額の

ユ963年比34.1%増加ゼイ回ンのチタン鉄鉱･ルチノレ･

ジノレコン回収インドのマンガン･石炭･鉄鉱･雲母の

輸出増加と鉄鉱石ペレット工場建設イランの新油田と

燐鉱床発見韓国鉱業の復興マレｰシアの1965年の世

界生産の41.8%を占める錫鉱生産ニュｰジｰランドの

砂鉄原料製鉄所建設計画フィリピンの銅鉱床開発タ

イの錫鉱生産増加および日本の銅鉛亜鉛資源の探査成

果などが強い関心をひいた.

若干の鉱物資源の総括報告

エカフェ事務局では各国の協力を得て域内の重要な数

種類の鉱物資源を重要た事業として総括しておりこれ

までにエカフェ地域の石炭･亜炭資源鉄鉱鋼船亜

鉛ボｰキサイト錫鉱資源が鉱物資源開発シリｰズと

して出版されており今回はさらにアノレミニウム工業お

よび肥料原料鉱物資源の総括が報告された.とくに肥

料原料鉱物資源の開発については国連の食料増産の方

針に関連して今後各国とも大きな関心を寄せている.

調査･探査技術の展望

各国とも地質調査･資源探査に新方法･新技術の考案

採用が行なわれているがとくに空中写真地質技術･物

理探査法および地化学探査法が注目を浴び経常作業と

して取入れられている.国連･ユネスコ･エカフェ共

催の航空調査法･地化学探査法のセミナｰなどが技術的

成果を生みつつありさらに今後の発展が期待された.

地質専門家会議の議凝として員添ま席代議の佐藤光之助地質調査所長

(中央)向って省:エカフェ事務局産業天然資源部次長C.Y.Li博士

左:同鉱物資源開発課長LeoW.Stoch博士

属本政府代表馴筋向って有から佐藤地質調査所長嶋崎技官関根課長�



また探査試錐も活発に使用されてきているが今回の会

議では米国その他のエアブラス法オランダの軟弱地

盤用可搬試錐機アメリカの海底資源探査試錐機が紹介

され関心をひいた.

地質･鉱山技術老の養成･訓練

両会議において各国の国家機関民間合杜における

地質鉱山技術者の訓練の状況カミ報告されまた数ヵ国

においては外国からの訓練生の受入れの用意がある旨発

言されている.とくに発展途上国においては地質･

鉱山技術者の不足のため鉱業の大幅な発展カミ遅滞してお

り技術者の養成と訓練について先進国に対する要請が

強く出されている.またこれに関連し永年懸案の東

南アジア地質調査センタｰ設置の問題についてはイン

ド･ネバｰノレ･タイ･フィリピンから誘置提案があった

カミエカフェ事務局がさらに各国政府と協議検討する

ことになった.

その他の議題

以上のほか両会議に上程された議題は次のようなもの

である.石油･天然ガス資源開発に関し域内の各地

域の堆欄盆地間の新生界･中生界の層序対比がまとめら

れっっあり今後さらに国際層序委員会とも連携を保

って各国で検討すること.各国の埋蔵蟹の分類･命名･

定義が事務局でまとめられ報告された.近年重要性が

増してきた土木地質の分野の活動状況が各国から報告さ

れ地下水開発･建築基盤･防災･農業開発の基盤とし

ての活動が強調され土木地質セミナｰが要望された.

エネノレギｰ資源開発の分野では地熱開発に注目されつ

つありニュｰジｰランド･日本以外では台湾･フ.イ

リピンが調査研究に着手しタイ･インドも可能性につ

いて関心を示している.石油天然ガス資源開発の分野

では天然ガス開発利用セミナｰ(i964年12月テヘラン)

第3回石油シンポジウム(1965年11月東京)の概況報告

があり第4回石油シンポジウムは1969年にオｰストラ

リナで開催される.また国連事務局で調査中の世界の

鉄鉱資源･鉄鉱;百の国際市場の状況調査に関しエカフ

ェ各国からの報告の概要が報告され引続き同調査を担

当している国連欧州経済委員会への協力が要望された.

技術援助と国際協力

域内外の先進国の域内発展途上国に対する技術援助･

経済協力はきわめて活発であり援助競争の感がある.

その内容は多岐にわたり地質調査･地質図出版･鉱物

資源の調査･探査･物理探査･地化学探査･鉱山開発･

技術指導･留学生･訓練生の教育などドイツ･フラン

ス･オランダ･ソ連･英国･米国･日本などが活動して

おり同時に国連･ユネスコ･エカフェの協力も大きな

役割りを演じている.欧米諸国の技術援助協力は長期

的視野をもって積極的に進められており今後の地下資

源開発に関する経済協力に大きな効果と影響をもたらし

つつある.この面でアジアの一員としての日本に対す

る域内諸国の期待と要望は強くわが国の積極的な方針

が望まれている.

以上に両会議の概要を述べたが鉱物資源開発に関す

る科学技術と経済関発との橋渡しをする専門家の会議と

して今後ますます重要な意義をもつ会議と桂り世界

の各先進国は科学技術を背景として発展途上国への協

力体制を強化する状況にありまた両会議は国際学術機

関の参加などで内容と性格が広く深く匁りつつある.

次回の第7回会議は1968年にテヘランで開催されるこ

とになった.

今回の両会議の詳細ならびに110余篇の資料リストは日本

代表団の報告匁らぴに地質調査所保管の会議資料を参照して

いただきたい.

地質専門家会議場

開会式にて左より佐藤地質調査所長H,Tara2氏(イラン)

DavidAndrews氏(イラン)握手するクイ国土開発省Pote
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